
 

 

 

        「私と日本語教育」       

フ－ ショウエイさん          

鳴門教育大学院留学生  

                   中国 山東省出身 在日２年 10ヵ月 

 

 

皆さんこんにちは。私は馮 紹偉と申します。中国の山東省の出身です。2017 年に

日本に来ました。徳島に来る前は，二年間，福岡に住んでいました。旅行と美食を味

わうことが好きなので，この二年間，福岡県だけでなく，九州のほとんどのところに

行ったことがあります。今年の 4月に徳島に進学できて本当にうれしかったです。こ

れから九州とはまた違った文化に触れられると思いました。しかし，入学した直後，

緊急事態宣言が発表されました。それで，家にこもって，起きたら食べる，食べたら

寝るという自粛の日々が始まりまし た。今はどこにも行っていません。ただ徳島に

いるだけで，何も知らない状態です。  

私が日本に興味を持ったきっかけは日本のアニメを見たことです。その時，私はい

つか字幕なしでアニメを見られるようになったらいいなぁと思いました。そこで私

は，高校を卒業した後，中国の大学の日本語科に進学しました。しかし，私は学業を

怠けました。大学四年生になって，周りの人が就職活動を始めたとき，私は焦りまし

た。自分に「今の自分は何ができますか。もし自分が社長だったら，自分を採用しま

すか」と質問しました。それで，「あ っ，やばい，このままじゃ就職は無理だ」と思

いました。そこから，私は自分の将来について考え始めました。日本と中国は隣国で

す。グローバル化が進んでいる今，日本と中国の経済，文化の往来が これからます

ます増えると考えられます。そこで，英語が間に入るのではなく，日本語と中国語の

両方ができる人材がより求められるようになると思います。私は日本と中国を繋ぐ 

一本の橋になろうと思いました。 

私はボランティアとして，ある博覧会で日本語通訳の仕事を手伝ったことがあり

ます。日常会話は全然問題なかったのですが，専門性の高い用語などは全然通訳でき

ませんでした。 それで私は，自分ができない分野で，日本と交流したいのに言葉が

通じなくて困っている人は大勢いるということに気づきました。幅広い日中交流に

は，たった一本の橋では絶対足りません。そこで，私は日本語教師になろうと決意し

ました。自分が橋そのものになるのでは なく，橋を作る人になって，日本語と中国
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語の両方ができる人材を育てたいのです。そして， 様々な分野で日本と中国の交流

をバックアップしていきたいです。そのために，私は今，鳴門教育大学大学院の日本

語教育・日本文化分野で勉強しています。修士課程 

修了後は，中国に帰って日本語教師になり，これか 

らの日本と中国の交流に力を注ぐつもりでいます。  

今の私は日本語教師としてはまだまだです。コロナ 

が終わったら，また積極的に日本文化に接触し，自 

分の日本語能力と日本語教師としての能力を磨いて 

いきたいと思います。これで私のスピーチは終わり 

です。ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

       「国際化に大事なこと」 

              シコルスキ マウゴジャータさん 

          外国語指導助手 

アメリカ カリフォルニア州出身 在日 11ヵ月 

 

 

皆さんに質問があります。インドに行くことと小魚を食べることの共通点は何で

しょうか？両方とも私が経験したことですが，主な共通点は国の生活や文化に触る

ことです。文化に触れることは国際化に進むことに大切なことですが，触れられても

文化を受け入れたり，理解したりすることができるわけではないです。もう一つ大事

なことがあると思います。私の二つの経験について聞いて，その大事なことは何かを

想像してみてください。まずは，インドの旅について話します。 

インドと言えば，どんなイメージがありますか？私の場合インドに行く前に，すご

く混んだり，空気も水も汚染されたりするイメージがあって，インドに興味はありま

せんでした。実は，友達が誘ったから行きました。夜に到着して，最初の印象は本当

に悪かったです。道はきたなくて，犬はたくさんいて，しかも，どこでもいて，怖い

と思いました。日本に帰りたいと思いました。でも，次の日は違いました。せっかく

インドに来たので，インドをできるだけ楽しもうと思うようになりました。それで，

遠慮しないでインドの生活を体験してみることにしました。そうすると，インドは怖
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くなくて，本当に美しいところだと思うようになりました。建築や服装を見たり，料

理を食べたりしてはじめてインドの美しさが発見できました。 

インドの経験と同じように小魚を食べることも最初に抵抗がありました。家では

ポーランドとアメリカ料理を食べていましたが，魚の頭からしっぽまで全部を食べ

るのはショックでした。私の文化では，自分が小魚の目にじっと見られていると思わ

れているので，頭を食べません。そのため，私はいつも避けていました。しかし，あ

る日，給食にも出ました。日本人は小魚を全部食べるということを聞きましたが，抵

抗があって困りました。食事は文化の一つということを考えると，これに抵抗したら

日本の一つの文化を理解することができません。したがって，日本の文化を理解する

ために私は勇気を出して小魚の頭を食べてみました。予想外にそんなに悪くないと

思いました。頭を食べるかどうかは文化に関係がありますが，結局，自分の好み次第

だということが分かりました。ですから，食べても食べなくても悪くないということ

も分かりました。 

さて，皆さん，大事なことが分かりましたか。それは自分の心を開くことです。最

初に私の心が閉まっていたので新しい文化に抵抗がありました。文化に触れられる

状況でも，もし，自分の心が開けなかったら，インドの美しさを分かったり，魚の頭

を食べることが悪くないことを理解し 

たりすることができないでしょう。で 

すから，他の文化を理解したり，受け 

入れたり，するために広い心を持つの 

が大事だと思います。今の時代こそ， 

人として他人を理解したり，仲よくし 

たりするためにみんなが広い心を持つ 

必要があります。 

 

 

 


